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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　室内機と室外機とを備え、前記室内機と前記室外機とが、電源線、共通線、及び信号線
の３芯により接続され、前記室外機又は前記室内機の何れかに供給された商用電源を、前
記電源線及び共通線を介して給電する空気調和機であって、
　前記室内機は、
　前記電源線と前記信号線との接続を開閉する室外起動リレーと、
　前記室外起動リレーを動作させ、前記信号線と前記共通線との間に前記商用電源からの
交流電力を供給させる室内制御部とを備え、
　前記室外機は、
　当該室外機に供給された前記商用電源と当該室外機との接続を開閉する電源供給リレー
と、
　前記信号線と前記共通線との間に前記商用電源からの交流電力が供給されたとき、前記
電源供給リレーを閉じる電源供給リレーコイルとを備え、
　前記室内制御部は、運転待機時に前記電源線と前記信号線との接続を開放させる
ことを特徴とする空気調和機。
【請求項２】
　前記室内機を複数備え、
　前記室外機は、
　前記複数の室内機と、それぞれ、前記電源線、前記共通線、及び前記信号線の３芯によ
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り接続され、
　前記電源供給リレーコイルは、
　前記複数の室内機のうち何れかの室内機と接続される前記信号線と前記共通線との間に
商用電源が供給されたとき、前記電源供給リレーを閉じる
ことを特徴とする請求項１記載の空気調和機。
【請求項３】
　前記室内機は、
　前記信号線及び前記共通線を介して、前記室外機と通信する室内通信回路部を備え、
　前記室内制御部は、
　運転開始時に前記室内通信回路部と前記室外機との通信が確立できないとき、前記室外
起動リレーを所定時間動作させる
ことを特徴とする請求項１又は２記載の空気調和機。
【請求項４】
　前記室外機は、
　前記信号線及び前記共通線を介して、前記室内機と通信する室外通信回路部と、
　前記電源供給リレーコイルへの通電を遮断する電源供給遮断リレーと、
　前記電源供給遮断リレーを動作させる室外制御部と
を備え、
　前記電源供給リレーは、
　前記室外制御部により動作される室外リレーと、
　該室外リレーと並列に接続され、前記電源供給リレーコイルの通電により動作する突入
電流防止リレーとを有し、
　前記室外制御部は、
　前記信号線と前記共通線との間に商用電源が供給されて前記突入電流防止リレーの接点
が閉じられた後、前記室外リレーを動作させ、
　該室外リレーの接点を閉じた後、前記電源供給遮断リレーを動作させて接点を開き、
　前記室外通信回路部を動作させて、前記室内機との通信を開始させる
ことを特徴とする請求項３記載の空気調和機。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、空気調和機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の空気調和機においては、例えば、「室内機に供給された電源を電源配線を介して
室外機に供給し、前記室内機に、基準周波数取出回路と、室内機整流回路と、室内機制御
部とを設けてなる空気調和機において、商用電源を前記室内機整流回路と、前記室内機制
御部とに接続する一方、室外機に電源を供給する電源配線に、パワーリレーと、前記基準
周波数取出回路とを接続し、待機状態時、前記パワーリレーが開放されることにより前記
基準周波数取出回路が非通電状態となることを特徴とする空気調和機。」が提案されてい
る（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－２２５１２８号公報（請求項１）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来の空気調和機では、室内機と室外機とが通信を行い、例えば運転開始信号などを室
外機に送信することにより室外機の運転を開始させる。しかし、運転待機時においても常
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時通信を行っているため、常時、室内機、室外機の電力が消費されており、運転待機中に
待機電力を消費する、という問題点があった。
【０００５】
　また、上記特許文献１に記載の技術は、商用電源を室外機から室内機に供給する室外受
電方式の場合、室内機と室外機との接続線の本数を３芯のまま増やさずに接続して制御す
ることができない、という問題点があった。
【０００６】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたもので、待機電力を低減する
ことができる空気調和機を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明に係る空気調和機は、
　室内機と室外機とを備え、前記室内機と前記室外機とが、電源線、共通線、及び信号線
の３芯により接続され、前記室外機又は前記室内機の何れかに供給された商用電源を、前
記電源線及び共通線を介して給電する空気調和機であって、
　前記室内機は、
　前記電源線と前記信号線との接続を開閉する室外起動リレーと、
　前記室外起動リレーを動作させ、前記信号線と前記共通線との間に前記商用電源からの
交流電力を供給させる室内制御部とを備え、
　前記室外機は、
　当該室外機に供給された前記商用電源と当該室外機との接続を開閉する電源供給リレー
と、
　前記信号線と前記共通線との間に前記商用電源からの交流電力が供給されたとき、前記
電源供給リレーを閉じる電源供給リレーコイルとを備え、
　前記室内制御部は、運転待機時に前記電源線と前記信号線との接続を開放させるもので
ある。
【発明の効果】
【０００８】
　この発明は、運転待機時に、室外起動リレーによる電源線と信号線との接続を開放させ
、信号線と共通線との間に商用電源を供給させないので、待機電力を低減することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施の形態１における空気調和機の電装系統ブロック図である。
【図２】実施の形態１における空気調和機の待機時の電装系統図である。
【図３】実施の形態１における空気調和機の室外起動時の電装系統図である。
【図４】実施の形態１における空気調和機の運転中の電装系統図である。
【図５】実施の形態１における室内機の動作を示すフローチャートである。
【図６】実施の形態１における室外機の動作を示すフローチャートである。
【図７】実施の形態２における空気調和機の電装系統ブロック図である。
【図８】実施の形態２における室外機の動作を示すフローチャートである。
【図９】実施の形態３における空気調和機の電装系統ブロック図である。
【図１０】実施の形態３における室内機の動作を示すフローチャートである。
【図１１】実施の形態４における空気調和機の待機時の電装系統ブロック図である。
【図１２】実施の形態４における空気調和機の室内機が１台起動時の電装系統ブロック図
である。
【図１３】実施の形態４における空気調和機の室内機が１台運転時の電装系統ブロック図
である。
【図１４】実施の形態４における室外機の動作を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
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【００１０】
実施の形態１．
＜構成＞
　図１は実施の形態１における空気調和機の電装系統ブロック図である。
　図１に示すように、本実施の形態における空気調和機１は、室内機２、及び室外機３を
備える。
　室内機２は、室内端子台３０を備える。室内端子台３０は、端子Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３を有
する。
　室外機３は、室外端子台３１を備える。室外端子台３１は、端子Ｌ、Ｎ、Ｓ１、Ｓ２、
Ｓ３を有する。
【００１１】
　室内機２と室外機３は、電源線８、電源信号共通線９、及び信号線１６の３芯にて接続
される。
　電源線８は、室内端子台３０の端子Ｓ１と、室外端子台３１の端子Ｓ１とに接続される
。
　電源信号共通線９は、室内端子台３０の端子Ｓ２と、室外端子台３１の端子Ｓ２とに接
続される。
　信号線１６は、室内端子台３０の端子Ｓ３と、室外端子台３１の端子Ｓ３とに接続され
る。
【００１２】
　室外機３の室外端子台３１の端子Ｌ、Ｎには、商用電源７が接続される。
　室外端子台３１の端子Ｌは、当該室外端子台３１の端子Ｓ１と接続される。
　室外端子台３１の端子Ｎは、当該室外端子台３１の端子Ｓ２と接続される。
　これにより、室外端子台３１の端子Ｌ、Ｎに供給された商用電源７からの電力が、室外
端子台３１の端子Ｓ１、Ｓ２から、電源線８、及び電源信号共通線９を介して、室内機２
の室内端子台３０の端子Ｓ１、Ｓ２に供給される。
【００１３】
　室内機２は、室内整流部４、室内制御部５、室内通信回路部６、受信部１８、室外起動
リレー２２、室外電源供給ライン２４、及び受電方式データ部２６を備える。
【００１４】
　室内整流部４は、室内端子台３０の端子Ｓ１、Ｓ２に接続される。室内整流部４は、交
流電圧を任意の直流電圧に変換し、室内制御部５へ供給する。
【００１５】
　室内通信回路部６は、室内端子台３０の端子Ｓ２、Ｓ３に接続される。室内通信回路部
６は、信号線１６及び電源信号共通線９を介して、室外機３の室外通信回路部１４（後述
）との間で通信を行う。
【００１６】
　受電方式データ部２６は、室内制御部５と接続される。受電方式データ部２６は、例え
ば記憶装置、又はジャンパー線やスイッチなどによる切替により構成される。
　この受電方式データ部２６には、室内受電方式、及び室外受電方式を識別する情報が記
憶される。
　また、受電方式データ部２６には、当該室内機２に接続された室外機３が、室外リレー
１１（後述）及び突入電流防止リレー１９（後述）を有し、運転待機時の待機電力を削減
できる室外機３であるか否かを識別する情報（以下「待機電力対応情報」という）が記憶
される。詳細は後述する。
【００１７】
　受信部１８は、室内制御部５と接続される。受信部１８は、リモコン１７からの信号を
受信し、室内制御部５へ当該信号を送る。
【００１８】
　室内制御部５は、室外起動リレー２２を動作させる。また、室内制御部５は、室内通信
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回路部６を動作させ、室外機３との間で各種運転信号等を送受信する。
【００１９】
　室外電源供給ライン２４は、一端が室内端子台３０の端子Ｓ１に接続され、他端が室外
起動リレー２２に接続される。
【００２０】
　室外起動リレー２２は、室内端子台３０の端子Ｓ３と室内通信回路部６との接続、又は
室内端子台３０の端子Ｓ３と室外電源供給ライン２４との接続を切り替える。
　即ち、室外起動リレー２２は、電源線８と信号線１６との接続を開閉する。この室外起
動リレー２２が動作したとき、信号線１６と電源信号共通線９との間に商用電源７からの
電力が供給される。
　この室外起動リレー２２は、定常時、室内端子台３０の端子Ｓ３と室内通信回路部６と
を接続し、室内制御部５からの動作により、室内端子台３０の端子Ｓ３と室内通信回路部
６との接続を開放し、室内端子台３０の端子Ｓ３と室外電源供給ライン２４とを接続する
。
【００２１】
　なお、図示していないが、室内機２には、機械系統として室内熱交換器、室内ファン、
センサー、表示などが設けられている。
【００２２】
　室外機３は、突入電流防止抵抗１０、室外リレー１１、室外整流部１２、通信回路電源
部１３、室外通信回路部１４、室外制御部１５、突入電流防止リレー１９、突入電流防止
リレーコイル２０、電源供給遮断リレー２１、インバータ回路２３、及びコンデンサ２５
を備える。
【００２３】
　室外リレー１１は、一端が室外端子台３１の端子Ｌに接続され、他端が室外整流部１２
に接続される。
　この室外リレー１１は、定常時、接点を開いており（ノーマルオープン）、室外制御部
１５からの動作により、接点を閉じる（以下「短絡」ともいう）。
【００２４】
　突入電流防止抵抗１０は、室外リレー１１と並列に設けられる。突入電流防止抵抗１０
は、一端が、突入電流防止リレー１９を介して室外端子台３１の端子Ｌに接続される。ま
た、他端が室外整流部１２に接続される。
　突入電流防止抵抗１０は、コンデンサ２５への突入電流を抑制するものである。
【００２５】
　突入電流防止リレー１９は、室外リレー１１と並列に設けられる。突入電流防止リレー
１９は、室外端子台３１の端子Ｌに接続され、他端が突入電流防止抵抗１０に接続される
。
　この突入電流防止リレー１９は、定常時、接点を開いており（ノーマルオープン）、突
入電流防止リレーコイル２０が通電されると、接点を閉じて、突入電流防止抵抗１０と室
外端子台３１の端子Ｌとの間を短絡する。
　即ち、突入電流防止リレーコイル２０は、信号線１６と電源信号共通線９との間に商用
電源７の電力が供給されたとき、突入電流防止リレー１９を閉じる。
【００２６】
　室外整流部１２は、室外リレー１１及び突入電流防止抵抗１０を介して、室外端子台３
１の端子Ｌと接続される。また、室外整流部１２は、室外端子台３１の端子Ｎと接続され
る。
　この室外整流部１２は、商用電源７から供給される交流電圧を、任意の直流電圧に変換
し、室外制御部１５及びインバータ回路２３へ供給する。
【００２７】
　コンデンサ２５は、室外整流部１２の出力間に設けられ、室外整流部１２の出力を平滑
化して、インバータ回路２３に直流電圧を供給する。
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【００２８】
　インバータ回路２３は、供給された直流電圧を、任意周波数、任意電圧の交流電圧に変
換する。なお、インバータ回路２３には、例えば、モータなどが接続され、室外機３に設
けられた圧縮機等を駆動する。
【００２９】
　室外制御部１５は、室外リレー１１、及び電源供給遮断リレー２１を動作させる。また
、室外制御部１５は、室外通信回路部１４を動作させ、室内機２との間で各種運転信号等
を送受信する。
　また、室外制御部１５は、インバータ回路２３を制御する。
【００３０】
　通信回路電源部１３は、一端が、室外リレー１１と室外整流部１２との間に接続され、
室外リレー１１及び突入電流防止リレー１９を介して、室外端子台３１の端子Ｌと接続さ
れる。また、他端が室外端子台３１の端子Ｓ２に接続される。
　この通信回路電源部１３は、商用電源７から供給された交流電圧を、任意の直流電圧に
変換して室外通信回路部１４へ供給する。通信回路電源部１３は、例えば半波整流回路に
より構成される。
【００３１】
　室外通信回路部１４は、一端が室外端子台３１の端子Ｓ３に接続され、他端が通信回路
電源部１３に接続される。また、室外通信回路部１４は、信号線１６及び電源信号共通線
９を介して、室内機２の室内通信回路部６との間で通信を行う。
【００３２】
　突入電流防止リレーコイル２０は、一端が室外端子台３１の端子Ｓ２に接続され、他端
が電源供給遮断リレー２１を介して、室外端子台３１の端子Ｓ３に接続される。
　この突入電流防止リレーコイル２０は通電すると、突入電流防止リレーの接点を閉じる
。
【００３３】
　電源供給遮断リレー２１は、一端が突入電流防止リレーコイル２０に接続され、他端が
室外端子台３１の端子Ｓ３に接続される。
　この電源供給遮断リレー２１は、定常時、接点を閉じており（ノーマルクローズ）、室
外制御部１５からの動作により、接点を開放して突入電流防止リレーコイル２０への通電
を遮断する。
【００３４】
　なお、図示していないが、室外機３には、機械系統として室外熱交換器、室外ファンセ
ンサー、電磁膨張弁、冷媒切り替え弁、圧縮機が設けられている。
【００３５】
　なお、電源信号共通線９は、この発明における「共通線」に相当する。
　なお、室外リレー１１及び突入電流防止リレー１９は、この発明における「電源供給リ
レー」に相当する。
　なお、突入電流防止リレーコイル２０は、この発明における「電源供給リレーコイル」
に相当する。
【００３６】
　以上、本実施の形態における空気調和機の構成について説明した。
　次に、本実施の形態における空気調和機の動作について説明する。
【００３７】
＜動作＞
　まず、空気調和機１の運転待機時における電力の供給について説明する。
【００３８】
　図２は実施の形態１における空気調和機の待機時の電装系統図である。
　図２に示すように、室内機２の室内端子台３０の端子Ｓ１、Ｓ２には、室外端子台３１
のＬ、Ｎに供給された商用電源７からの電力が、室外端子台３１の端子Ｓ１、Ｓ２から、
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電源線８及び電源信号共通線９を介して供給される。
　そして、室内整流部４には、室内機２の室内端子台３０の端子Ｓ１、Ｓ２に供給された
商用電源７の電力が入力される。
　室内整流部４は、入力された交流電圧を任意の直流電圧に変換する。室内整流部４は、
変換した直流電圧を、室内制御部５、及び室内機２の各構成部に供給する。
【００３９】
　室内制御部５は、受電方式データ部２６に記憶されたデータに基づき、当該空気調和機
１が、室内受電方式、又は室外受電方式の何れであるかを判断し、室外受電方式であると
判断したときは、室外起動リレー２２の制御を有効とする。
【００４０】
　また、室内制御部５は、受電方式データ部２６に記憶された待機電力対応情報に基づき
、当該室内機２に接続された室外機３が、運転待機時の待機電力を削減できる室外機３で
あるか否かを判断する。
　本実施の形態１では、室外機３が、運転待機時の待機電力を削減できる室外機３である
場合について説明する。
　なお、運転待機時の待機電力を削減できる室外機３でない場合の動作は、実施の形態２
において説明する。
【００４１】
　室外起動リレー２２は、定常時、室内端子台３０の端子Ｓ３と室内通信回路部６とを接
続する。
　これにより、室内通信回路部６は、信号線１６を介して室外機３と接続され、室外機３
に対して通信可能な状態となる。
　またこのとき、室内制御部５は、リモコン１７から送信され受信部１８を介して受信す
る運転開始要求信号の受信待機状態になる。
【００４２】
　室外機３の室外リレー１１及び突入電流防止リレー１９は、定常時、接点を開いている
。
　またこのとき、室内機２の室外起動リレー２２は、室内端子台３０の端子Ｓ３と室外電
源供給ライン２４との接続を開放している。
　よって、室外端子台３１の端子Ｓ２、Ｓ３との間には、商用電源７からの電力は供給さ
れておらず、突入電流防止リレーコイル２０は非通電状態である。
　従って、室外機３の、室外端子台３１の端子Ｌ、Ｎに、商用電源７が供給されても、突
入電流防止リレー１９及び室外リレー１１が開放状態となる。
　このため、運転待機時においては、突入電流防止リレー１９及び室外リレー１１の下流
に接続された各構成部への電源供給が遮断され、運転待機時に室外機３が消費する待機電
力を低減することが可能となる。
【００４３】
　次に、空気調和機の室外機の起動時及び運転中の動作について説明する。
【００４４】
　図３は実施の形態１における空気調和機の室外機起動時の電装系統図である。
　図４は実施の形態１における空気調和機の運転中の電装系統図である。
　図５は実施の形態１における室内機の動作を示すフローチャートである。
　図６は実施の形態１における室外機の動作を示すフローチャートである。
　以下、図３及び図４を参照しながら、図５及び図６の各ステップに基づき説明する。
【００４５】
　まず、室内機２の動作を説明する。
【００４６】
（ＳＴＥＰ１）
　室内制御部５は、受信部１８を介し、リモコン１７から運転開始要求を受信する。
【００４７】



(8) JP 5241585 B2 2013.7.17

10

20

30

40

50

（ＳＴＥＰ２）
　室内制御部５は、受電方式データ部２６の情報を参照し、受電方式データ部２６からの
データが、室外受電方式の場合、室内通信回路部６を動作させて、室外機３との通信を開
始させる。
【００４８】
（ＳＴＥＰ３）
　室内制御部５は、室内通信回路部６と室外機３の室外通信回路部１４との通信が確立で
きたか否かを判断する。
　室内通信回路部６と室外機３との通信が確立できた場合は、ＳＴＥＰ９へ進む。
【００４９】
（ＳＴＥＰ４）
　一方、ＳＴＥＰ３にて、室内通信回路部６と室外機３との通信が確立できなかった場合
、室内制御部５は、室外起動リレー２２を動作（ＯＮ）させ、室内端子台３０の端子Ｓ３
と室内通信回路部６との接続を開放し、室内端子台３０の端子Ｓ３と室外電源供給ライン
２４とを接続する。
　これにより、信号線１６と電源信号共通線９との間に商用電源７からの電力が供給され
る。
【００５０】
（ＳＴＥＰ５）
　室内制御部５は、室外起動リレー２２を所定時間動作させる。
　この所定時間は、例えば、室外機３のコンデンサ２５に電荷が充電される時間（ｎ秒）
に設定する。なお、所定時間はこれに限るものではない。
【００５１】
（ＳＴＥＰ６）
　室内制御部５は、室外起動リレー２２を所定時間動作させた後、当該室外起動リレー２
２の動作を停止（ＯＦＦ）させ、室内端子台３０の端子Ｓ３と室内通信回路部６とを接続
し、室内端子台３０の端子Ｓ３と室外電源供給ライン２４との接続を開放する（図３参照
）。
【００５２】
（ＳＴＥＰ７）
　室内制御部５は、室内通信回路部６を動作させて、室外機３との通信を開始させる。
　そして、室内制御部５は、再度、室内通信回路部６と室外機３の室外通信回路部１４と
の通信が確立できたか否かを判断する。
【００５３】
（ＳＴＥＰ８）
　室内通信回路部６と室外機３との通信が確立できた場合、室内通信回路部６は、室外機
３の室外通信回路部１４との通信を開始する。
【００５４】
（ＳＴＥＰ９）
　室内制御部５は、室内通信回路部６を介して室外機３と通信を行い、当該空気調和機１
を冷房運転、又は暖房運転させる。
【００５５】
（ＳＴＥＰ１０）
　一方、ＳＴＥＰ７にて、室内通信回路部６と室外機３との通信が確立できなかった場合
、室内制御部５は、再度、室内通信回路部６を動作させて、室外機３との通信を開始させ
る。
　そして、室内制御部５は、所定時間の間（ｎ秒）に、室内通信回路部６と室外機３との
通信が確立できたか否かを判断する。
【００５６】
（ＳＴＥＰ１１）
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　ＳＴＥＰ１０にて、ｎ秒間経過するまでに室内通信回路部６と室外機３との通信が確立
できない場合、室内制御部５は、通信異常と判断する。
【００５７】
　次に、室外機３の動作を説明する。
【００５８】
（ＳＴＥＰ１２）
　上記ＳＴＥＰ４にて、室内機２の室外起動リレー２２がＯＮされ、信号線１６と電源信
号共通線９との間に商用電源７からの電力が供給されると、室外機３の室外端子台３１の
端子Ｓ２とＳ３の間に商用電源７からの電力が供給される。
【００５９】
（ＳＴＥＰ１３）
　室外端子台３１の端子Ｓ２とＳ３の間に商用電源７からの電力が供給されると、突入電
流防止リレーコイル２０は、電源供給遮断リレー２１を介して通電され、突入電流防止リ
レー１９を短絡する（図３参照）。
　突入電流防止リレー１９が短絡されると、室外端子台３１の端子Ｌ、Ｎに供給された商
用電源７が、突入電流防止抵抗１０を介して、室外整流部１２及び通信回路電源部１３へ
供給される。
　室外整流部１２は、商用電源７から供給される交流電圧を、任意の直流電圧に変換し、
室外制御部１５、コンデンサ２５及びインバータ回路２３へ供給する。
　通信回路電源部１３は、商用電源７から供給された交流電圧を、任意の直流電圧に変換
して室外通信回路部１４へ供給する。
【００６０】
（ＳＴＥＰ１４）
　室外制御部１５は、室外整流部１２より直流電源が供給されると、室外リレー１１を短
絡させる。
【００６１】
（ＳＴＥＰ１５）
　次に、室外制御部１５は、電源供給遮断リレー２１を動作させて、接点を開放させる。
【００６２】
（ＳＴＥＰ１６）
　電源供給遮断リレー２１が開放されると、突入電流防止リレーコイル２０は、非通電と
なり、突入電流防止リレー１９を開放させる（図４参照）。
　これにより、室外機３の運転中においては、室外端子台３１の端子Ｓ２、Ｓ３間の短絡
を防ぐことができ、室内通信回路部６と室外通信回路部１４との通信が可能な状態となる
。
【００６３】
（ＳＴＥＰ１７）
　次に、室外制御部１５は、室外通信回路部１４を動作させて、室内機２との通信を開始
させる。
　室外通信回路部１４は、電源信号共通線９と信号線１６を介して、室内通信回路部６と
の通信を開始する。
【００６４】
（ＳＴＥＰ１８）
　室外制御部１５は、室外通信回路部１４と室内機２の室内通信回路部６との通信が確立
できたか否かを判断する。
【００６５】
（ＳＴＥＰ１９）
　室外通信回路部１４と室内機２との通信が確立できた場合は、室内機２との通信を開始
する。
【００６６】
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（ＳＴＥＰ２０）
　室外制御部１５は、室外通信回路部１４を介して室内機２と通信を行い、当該空気調和
機１を冷房運転、又は暖房運転させる。
【００６７】
（ＳＴＥＰ２１）
　一方、ＳＴＥＰ１８にて、室外通信回路部１４と室内機２との通信が確立できなかった
場合、室外制御部１５は、再度、室外通信回路部１４を動作させて、室内機２との通信を
開始させる。
　そして、室外制御部１５は、所定時間の間（ｎ秒）に、室外通信回路部１４と室内機２
との通信が確立できたか否かを判断する。
【００６８】
（ＳＴＥＰ２２）
　ＳＴＥＰ２１にて、ｎ秒間経過するまでに室外通信回路部１４と室内機２との通信が確
立できない場合、室外制御部１５は、通信異常と判断する。
【００６９】
　次に、空気調和機１を運転待機状態へ移行する動作について説明する。
【００７０】
　室内制御部５は、受信部１８を介し、リモコン１７からの運転待機信号を受信する。
　室内制御部５は、室内通信回路部６を介して、当該運転待機信号を室外機３へ送信する
。
　室内通信回路部６は、信号線１６及び電源信号共通線９を介して、室外通信回路部１４
に当該運転待機信号を送信する。
　室外制御部１５は、室外通信回路部１４を介して、運転待機信号を受信する。
　室外制御部１５は、運転待機信号を受信すると、室外リレー１１を動作させて、接点を
開放させる。
【００７１】
　これにより、室外端子台３１の端子Ｌ、Ｎから、室外整流部１２及び通信回路電源部１
３に対する商用電源７からの電力供給は停止され、室外機３の各構成部への直流電源の供
給も停止される。
　このような動作により、再度、上述した運転待機状態（図２）に移行する。
【００７２】
＜効果＞
　以上のように本実施の形態においては、運転待機時においては、突入電流防止リレー１
９及び室外リレー１１を開放状態として、室外機３に対する商用電源７からの電力供給を
遮断する。このため、運転待機時に室外機３が消費する待機電力を低減することができる
。
【００７３】
　また、室外機３を起動する際、信号線１６と電源信号共通線９との間に、商用電源７か
らの電力を供給し、この電力により突入電流防止リレー１９を動作させて、室外機３への
電力供給を行う。このため、室内機２と室外機３との接続線の本数を３芯のまま増やさず
に接続して制御することができる。
【００７４】
　また、室外機３を起動した後、運転中においては、信号線１６と電源信号共通線９との
間の、商用電源７からの電力供給を停止する。また、室外機３に電源供給遮断リレー２１
を設けて室外端子台３１の端子Ｓ２、Ｓ３間の短絡を防止する。このため、当該空気調和
機１の運転中においては、室内機２と室外機３との間で、信号線１６を介した通信を行う
ことができる。
【００７５】
　なお、本実施の形態では、商用電源７を室外機３の室外端子台３１に接続した場合を説
明した。本発明はこれに限るものではなく、室内機２の室内端子台３０に接続しても良い
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。
　例えば、室内機２の室内端子台３０に、端子Ｌ、Ｎを設けて、これに商用電源７を接続
する。そして、室内端子台３０の端子Ｌは、当該室内端子台３０の端子Ｓ１と接続する。
また、室内端子台３０の端子Ｎは、当該室内端子台３０の端子Ｓ２と接続する。
　これにより、室内端子台３０のＬ、Ｎに供給された商用電源７からの電力が、室内端子
台３０の端子Ｓ１、Ｓ２から、電源線８、及び電源信号共通線９を介して、室外機３の室
外端子台３１の端子Ｓ１、Ｓ２に供給される。
　このような構成であっても、同様の動作により、同様の効果を得ることができる。
【００７６】
実施の形態２．
　本実施の形態においては、室外機３が、運転待機時の待機電力を削減できる室外機３で
ない場合の形態について説明する。
【００７７】
＜構成＞
　図７は実施の形態２における空気調和機の電装系統ブロック図である。
　以下、上記実施の形態１との相違点を中心に、本実施の形態２における室外機３の構成
を説明する。
　なお、本実施の形態における室内機２は、上記実施の形態１と同様の構成であり、同一
部分には同一の符号を付する。
【００７８】
　図７に示すように、本実施の形態に係る室外機３は、上記実施の形態１（図１）で説明
した、突入電流防止リレー１９、突入電流防止リレーコイル２０、及び電源供給遮断リレ
ー２１を設けない構成である。なお、その他の構成は上記実施の形態１と同様であり、同
一部分には同一の符号を付する。
【００７９】
　本実施の形態に係る室外機３は、運転待機時の待機電力を削減できる室外機３ではない
。例えば、従来の電装系統を備えた室外機３である。
　なお、室外機３の構成はこれに限るものではなく、電源線８、電源信号共通線９、及び
信号線１６の３芯にて室内機２と接続するものであれば良い。
【００８０】
　室外リレー１１は、実施の形態１と同様に、一端が室外端子台３１の端子Ｌに接続され
、他端が室外整流部１２に接続される。
　突入電流防止抵抗１０は、室外リレー１１と並列に設けられる。突入電流防止抵抗１０
は、一端が室外端子台３１の端子Ｌに接続され、他端が室外整流部１２に接続される。
【００８１】
　本実施の形態における受電方式データ部２６には、待機電力対応情報として、当該室内
機２に接続された室外機３が、運転待機時の待機電力を削減できる室外機３でない旨の情
報が記憶される。
【００８２】
＜動作＞
　このような構成により、空気調和機１の運転待機時において、室外端子台３１の端子Ｌ
、Ｎに供給された商用電源７が、突入電流防止抵抗１０を介して、室外整流部１２及び通
信回路電源部１３へ供給される。
【００８３】
　また、室外端子台３１のＬ、Ｎに供給された商用電源７からの電力が、室外端子台３１
の端子Ｓ１、Ｓ２から、電源線８、及び電源信号共通線９を介して、室内機２の室内端子
台３０の端子Ｓ１、Ｓ２に供給される。
　そして、室内整流部４には、室内機２の室内端子台３０の端子Ｓ１、Ｓ２に供給された
商用電源７の電力が入力される。
　室内整流部４は、入力された交流電圧を任意の直流電圧に変換する。室内整流部４は、
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変換した直流電圧を、室内制御部５、及び室内機２の各構成部に供給する。
【００８４】
　室内制御部５は、受電方式データ部２６に記憶された待機電力対応情報に基づき、当該
室内機２に接続された室外機３が、運転待機時の待機電力を削減できる室外機３であるか
否かを判断する。
　本実施の形態２では、室外機３が、運転待機時の待機電力を削減できる室外機３ではな
いので、室内制御部５は、室外起動リレー２２を動作させない。
【００８５】
　室内制御部５は、受信部１８を介し、リモコン１７から運転開始要求又は運転待機信号
を受信すると、室内通信回路部６を動作させて、室外機３との通信を開始させて、当該信
号を室外機３へ送信する。
【００８６】
　次に、本実施の形態における室外機３の起動時の動作について説明する。
【００８７】
　図８は実施の形態２における室外機の動作を示すフローチャートである。
　以下、図８の各ステップに基づいて説明する。
【００８８】
（ＳＴＥＰ２３）
　室外端子台３１の端子Ｌ、Ｎに、商用電源７が供給されると、通信回路電源部１３及び
突入電流防止抵抗１０を介して、室外整流部１２へ供給される。
　そして、室外整流部１２は、商用電源７から供給される交流電圧を、任意の直流電圧に
変換し、室外制御部１５、コンデンサ２５及びインバータ回路２３へ供給する。
　通信回路電源部１３は、商用電源７から供給された交流電圧を、任意の直流電圧に変換
して室外通信回路部１４へ供給する。
【００８９】
（ＳＴＥＰ２４）
　室外制御部１５は、室外通信回路部１４を動作させて、室内機２との通信を開始させる
。
　室外通信回路部１４は、電源信号共通線９と信号線１６を介して、室内通信回路部６と
の通信を開始する。
【００９０】
（ＳＴＥＰ２５）
　室外制御部１５は、室外通信回路部１４と室内機２の室内通信回路部６との通信が確立
できたか否かを判断する。
【００９１】
（ＳＴＥＰ２６）
　室外通信回路部１４と室内機２との通信が確立できた場合は、室内機２との通信を開始
する。
　室外制御部１５は、室内機２からの要求信号を判定する。室外制御部１５は、室内機２
からの要求信号が、運転待機信号である場合、運転開始要求信号の待ち状態となる。
【００９２】
（ＳＴＥＰ２８）
　室外制御部１５は、室内機２からの要求信号が、運転待機信号である場合、室外リレー
をＯＮ（短絡）にする。
【００９３】
（ＳＴＥＰ３０）
　室外制御部１５は、室外通信回路部１４を介して室内機２と通信を行い、当該空気調和
機１を冷房運転、又は暖房運転させる。
【００９４】
（ＳＴＥＰ３１）
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　一方、ＳＴＥＰ２５にて、室外通信回路部１４と室内機２との通信が確立できなかった
場合、室外制御部１５は、再度、室外通信回路部１４を動作させて、室内機２との通信を
開始させる。
　そして、室外制御部１５は、所定時間の間（ｎ秒）に、室外通信回路部１４と室内機２
との通信が確立できたか否かを判断する。
【００９５】
（ＳＴＥＰ３２）
　ＳＴＥＰ３１にて、ｎ秒間経過するまでに室外通信回路部１４と室内機２との通信が確
立できない場合、室外制御部１５は、通信異常と判断する。
【００９６】
＜効果＞
　以上のように本実施の形態においては、室外機３が、運転待機時の待機電力を削減でき
る室外機３でない場合であっても、室内機２と室外機３とが、電源線８、電源信号共通線
９、及び信号線１６の３芯により接続される。このため、室内機２と室外機３との接続線
の本数を３芯のまま増やさずに接続して制御することができる。
　また、室外機３が常に商用電源７からの電力供給を必要とする場合であっても、待機電
力の削減動作が可能な室内機２との接続ができる。
　また、室内機２と室外機３とが、電源線８、電源信号共通線９、及び信号線１６の３芯
により接続されるので、例えば従来機種の室外機３において、基板、ソフトウエアー開発
を行わなくても、室内機２との接続が可能である。
　また、待機電力対応の開発レベルが室内機２と室外機３とで違う場合にも接続が可能で
ある。
【００９７】
実施の形態３．
　本実施の形態においては、室内機２に商用電源７が接続される形態について説明する。
【００９８】
＜構成＞
　図９は実施の形態３における空気調和機の電装系統ブロック図である。
　以下、上記実施の形態１及び２との相違点を中心に、本実施の形態３における空気調和
機１の構成を説明する。
【００９９】
　図９に示すように、本実施の形態に係る室内機２は、上記実施の形態１（図１）の構成
に加え、５２Ｃリレー２７を備える。
　また、本実施の形態における室内端子台３０は、上記実施の形態１（図１）の構成に加
え、端子Ｎ、Ｌを備える。
【０１００】
　５２Ｃリレー２７は、一端が室内端子台３０の端子Ｓ１に接続され、他端が室内整流部
４に接続される。この５２Ｃリレー２７は、定常時、接点を開いており（ノーマルオープ
ン）、室内制御部５からの動作により、接点を閉じる。
【０１０１】
　室内機２の室内端子台３０の端子Ｌ、Ｎには、商用電源７が接続される。
　室内端子台３０の端子Ｌは、５２Ｃリレー２７と室内整流部４との間に接続される。
　室内端子台３０の端子Ｎは、当該室内端子台３０の端子Ｓ２と室内整流部４との間に接
続される。
　これにより、室内端子台３０の端子Ｌ、Ｎに供給された商用電源７からの電力が、室内
整流部４に入力される。室内整流部４は、入力された交流電圧を任意の直流電圧に変換す
る。室内整流部４は、変換した直流電圧を、室内制御部５、及び室内機２の各構成部に供
給する。
【０１０２】
　本実施の形態における受電方式データ部２６には、待機電力対応情報として、当該室内
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機２に接続された室外機３が、運転待機時の待機電力を削減できる室外機３でない旨の情
報が記憶される。
　また、受電方式データ部２６には、当該室内機２が、室内受電方式である旨の情報が記
憶される。
【０１０３】
　室内機２のその他の構成は、上記実施の形態１と同様であり、同一部分には同一の符号
を付する。
　なお、５２Ｃリレー２７は、この発明における「室内給電リレー」に相当する。
【０１０４】
　本実施の形態に係る室外機３は、上記実施の形態２（図７）の構成に代えて、室外端子
台３１の端子Ｌ、Ｎを設けず、商用電源７が接続されない構成である。
　また、図９に示すように、室外端子台３１の端子Ｓ１と室外リレー１１とは、端子Ｌを
介さずに直接接続される。また、室外端子台３１の端子Ｓ２と室外整流部１２とは、端子
Ｎを介さずに直接接続される。
【０１０５】
　室外機３のその他の構成は、上記実施の形態２と同様であり、同一部分には同一の符号
を付する。
【０１０６】
　なお、図９においては、室外端子台３１に端子Ｌ、Ｎを設けない構成を示すが、これに
限らず、上記実施の形態２(図７）の室外機３と同様の構成において、商用電源７を室外
機３に接続しないようにしても良い。
【０１０７】
　なお、室外機３の構成はこれに限るものではなく、電源線８、電源信号共通線９、及び
信号線１６の３芯にて室内機２と接続するものであり、商用電源７が接続されていない構
成であれば良い。
【０１０８】
＜動作＞
　次に、空気調和機１の運転待機時における電力の供給について説明する。
【０１０９】
　図９に示すように、室内機２の室内端子台３０の端子Ｌ、Ｎには、商用電源７からの電
力が供給される。そして、室内整流部４には商用電源７の電力が入力される。
　室内整流部４は、入力された交流電圧を任意の直流電圧に変換する。室内整流部４は、
変換した直流電圧を、室内制御部５、及び室内機２の各構成部に供給する。
【０１１０】
　室内制御部５は、受電方式データ部２６に記憶されたデータに基づき、当該空気調和機
１が、室内受電方式、又は室外受電方式の何れであるかを判断し、室内受電方式であると
判断したときは、５２Ｃリレー２７の制御を有効とする。
【０１１１】
　また、室内制御部５は、受電方式データ部２６に記憶された待機電力対応情報に基づき
、当該室内機２に接続された室外機３が、運転待機時の待機電力を削減できる室外機３で
あるか否かを判断する。
　本実施の形態３では、室外機３が、運転待機時の待機電力を削減できる室外機３ではな
いので、室内制御部５は、室外起動リレー２２を動作させない。
【０１１２】
　室外起動リレー２２は、定常時、室内端子台３０の端子Ｓ３と室内通信回路部６とを接
続する。
　これにより、室内通信回路部６は、信号線１６を介して室外機３と接続され、室外機３
に対して通信可能な状態となる。
　またこのとき、室内制御部５は、リモコン１７から送信され受信部１８を介して受信す
る運転開始要求信号の受信待機状態になる。
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【０１１３】
　一方、５２Ｃリレー２７は、定常時、接点を開いている。
　よって、室内端子台３０の端子Ｓ１、Ｓ２との間には、商用電源７からの電力は供給さ
れておらず、室外機３へは商用電源７の電力が供給されていない。
　このため、運転待機時においては、室外機３の各構成部への電源供給が遮断され、運転
待機時に室外機３が消費する待機電力を低減することが可能となる。
【０１１４】
　次に、本実施の形態における室内機２の起動時の動作について説明する。
【０１１５】
　図１０は実施の形態３における室内機の動作を示すフローチャートである。
　以下、図１０の各ステップに基づいて説明する。
【０１１６】
（ＳＴＥＰ３３）
　室内制御部５は、受信部１８を介し、リモコン１７から運転開始要求を受信する。
【０１１７】
（ＳＴＥＰ３４）
　室内制御部５は、５２Ｃリレー２７を動作（ＯＮ）させ、室内端子台３０の端子Ｌと当
該室内端子台３０の端子Ｓ１とを接続する。
　これにより、電源線８と電源信号共通線９との間に商用電源７からの電力が供給される
。
【０１１８】
（ＳＴＥＰ３５）
　室内制御部５は、室内通信回路部６を動作させて、室外機３との通信を開始させる。
【０１１９】
（ＳＴＥＰ３６）
　室内制御部５は、室内通信回路部６と室外機３の室外通信回路部１４との通信が確立で
きたか否かを判断する。
【０１２０】
（ＳＴＥＰ３７）
　室内通信回路部６と室外機３との通信が確立できた場合、室内通信回路部６は、室外機
３の室外通信回路部１４との通信を開始する。
【０１２１】
（ＳＴＥＰ３８）
　室内制御部５は、室内通信回路部６を介して室外機３と通信を行い、当該空気調和機１
を冷房運転、又は暖房運転させる。
【０１２２】
（ＳＴＥＰ３９）
　一方、ＳＴＥＰ３６にて、室内通信回路部６と室外機３との通信が確立できなかった場
合、室内制御部５は、再度、室内通信回路部６を動作させて、室外機３との通信を開始さ
せる。
　そして、室内制御部５は、所定時間の間（ｎ秒）に、室内通信回路部６と室外機３との
通信が確立できたか否かを判断する。
【０１２３】
（ＳＴＥＰ４０）
　ＳＴＥＰ３９にて、ｎ秒間経過するまでに室内通信回路部６と室外機３との通信が確立
できない場合、室内制御部５は、通信異常と判断する。
【０１２４】
　次に、室外機３の起動時の動作について説明する。
【０１２５】
　上記ＳＴＥＰ３４により、電源線８と電源信号共通線９との間に商用電源７からの電力
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が供給されると、室外機３の室外端子台３１の端子Ｓ１、Ｓ２に、商用電源７からの電力
が供給される。
　そして、室外端子台３１の端子Ｓ１、Ｓ２に、商用電源７が供給されると、突入電流防
止抵抗１０を介して、室外整流部１２及び通信回路電源部１３へ供給される。
　室外整流部１２は、商用電源７から供給される交流電圧を、任意の直流電圧に変換し、
室外制御部１５、コンデンサ２５及びインバータ回路２３へ供給する。
　通信回路電源部１３は、商用電源７から供給された交流電圧を、任意の直流電圧に変換
して室外通信回路部１４へ供給する。
【０１２６】
　以降の動作は、上記実施の形態２のＳＴＥＰ２４～ＳＴＥＰ３２と同様である。
【０１２７】
＜効果＞
　以上のように本実施の形態においては、室外機３が、運転待機時の待機電力を削減でき
る室外機３でない場合であっても、運転待機時においては、５２Ｃリレーを開放状態とし
て、室外機３に対する商用電源７からの電力供給を遮断する。このため、運転待機時に室
外機３が消費する待機電力を低減することができる。
　また、室内機２に商用電源７が接続される室内受電方式においても、室内機２と室外機
３とが、電源線８、電源信号共通線９、及び信号線１６の３芯により接続される。このた
め、室内機２と室外機３との接続線の本数を３芯のまま増やさずに接続して制御すること
ができる。
　また、例えば従来機種の室外機３において、基板、ソフトウエアー開発を行わなくても
、室内機２との接続が可能である。
　また、待機電力対応の開発レベルが室内機２と室外機３とで違う場合にも接続が可能で
ある。
　商用電源７の受電方式、及び過年度モデルの室外機接続に関係なく室内制御基板、制御
を共通にすることができる。
【０１２８】
　なお、本実施の形態３では、室外機３に突入電流防止リレー１９を設けず、運転待機時
の待機電力を削減できない室外機３の場合を説明した。本発明はこれに限るものではなく
、室外機３として、上記実施の形態１で説明した、運転待機時の待機電力を削減できる室
外機３を接続するようにしても良い。
　この場合、上記の動作に加え、室内制御部５は、受電方式データ部２６のデータを参照
して、室外機３が運転待機時の待機電力を削減できる室外機３であって、且つ、当該室内
機２に商用電源７が供給されているとき、室外起動リレー２２を動作させる。
　このような構成及び動作によっても、同様の効果を得ることができる。
【０１２９】
実施の形態４．
　本実施の形態では、室内機を複数備えるマルチ接続の空気調和機１の形態について説明
する。
【０１３０】
　図１１は実施の形態４における空気調和機の待機時の電装系統ブロック図である。
　図１１に示すように、本実施の形態においては、室内機を複数備える。
　以下、本実施の形態では、室内機Ａ２８及び室内機Ｂ２９の２台を設けた場合について
説明する。
　なお、室内機Ａ２８及び室内機Ｂ２９の構成は上記実施の形態１（図１）の室内機２の
構成と同様であり、同一部分には同一の符号を付する。
　なお、室内機の台数はこれに限らず、２台以上であっても良い。
【０１３１】
　室内機Ａ２８及び室内機Ｂ２９と、室外機３は、それぞれ、電源線８、電源信号共通線
９、及び信号線１６の３芯により接続される。
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　室外機３の室外端子台３１には、室内機Ａ２８及び室内機Ｂ２９に対応して、それぞれ
、端子Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３を備えている。
　室外端子台３１の端子Ｓ１は、当該室外端子台３１の各端子Ｓ１と接続される。
　室外端子台３１の端子Ｓ２は、当該室外端子台３１の各端子Ｓ２と接続される。
　室外端子台３１の端子Ｓ３は、当該室外端子台３１の各端子Ｓ３と接続される。
【０１３２】
　本実施の形態における室外機３は、上記実施の形態１（図１）の構成に加え、接続され
る室内機の数に応じて、室外通信回路部１４を備えている。
　各室外通信回路部１４は、それぞれ、一端が通信回路電源部１３に接続され、他端が、
当該室外通信回路部１４に対応する室内機の信号線１６が接続される端子Ｓ３に、接続さ
れる。
【０１３３】
　また、室外機３は、接続される室内機の数に応じて、電源供給遮断リレー２１を備えて
いる。
　各電源供給遮断リレー２１は、それぞれ、一端が突入電流防止リレーコイル２０に接続
され、他端が、当該室外通信回路部１４に対応する室内機の信号線１６が接続される端子
Ｓ３に、接続される。
【０１３４】
　室外機３のその他の構成は、上記実施の形態１の構成と同様であり、同一部分には同一
の符号を付する。
【０１３５】
＜動作＞
　まず、空気調和機１の運転待機時における電力の供給について説明する。
【０１３６】
　室内機Ａ２８及びＢ２９の室内端子台３０の端子Ｓ１、Ｓ２には、室外端子台３１のＬ
、Ｎに供給された商用電源７からの電力が、室外端子台３１の端子Ｓ１、Ｓ２から、電源
線８及び電源信号共通線９を介して供給される。
　そして、各室内整流部４には、室内端子台３０の端子Ｓ１、Ｓ２に供給された商用電源
７の電力が入力される。
　室内整流部４は、入力された交流電圧を任意の直流電圧に変換する。室内整流部４は、
変換した直流電圧を、室内制御部５、及び室内機２の各構成部に供給する。
【０１３７】
　室内制御部５は、受電方式データ部２６に記憶されたデータに基づき、当該空気調和機
１が、室内受電方式、又は室外受電方式の何れであるかを判断し、室外受電方式であると
判断したときは、室外起動リレー２２の制御を有効とする。
　また、室内制御部５は、受電方式データ部２６に記憶された待機電力対応情報に基づき
、当該室内機２に接続された室外機３が、運転待機時の待機電力を削減できる室外機３で
あるか否かを判断する。
【０１３８】
　室外起動リレー２２は、定常時、室内端子台３０の端子Ｓ３と室内通信回路部６とを接
続する。
　これにより、各室内通信回路部６は、信号線１６を介して室外機３と接続され、室外機
３に対して通信可能な状態となる。
　またこのとき、室内制御部５は、リモコン１７から送信され受信部１８を介して受信す
る運転開始要求信号の受信待機状態になる。
【０１３９】
　室外機３の室外リレー１１及び突入電流防止リレー１９は、定常時、接点を開いている
。
　またこのとき、室内機Ａ２８及びＢ２９の各室外起動リレー２２は、室内端子台３０の
端子Ｓ３と室外電源供給ライン２４との接続を開放している。
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　よって、室外端子台３１の端子Ｓ２、Ｓ３との間には、商用電源７からの電力は供給さ
れておらず、突入電流防止リレーコイル２０は非通電状態である。
　従って、室外機３の、室外端子台３１の端子Ｌ、Ｎに、商用電源７が供給されても、突
入電流防止リレー１９及び室外リレー１１が開放状態となる。
　このため、運転待機時においては、突入電流防止リレー１９及び室外リレー１１の下流
に接続された各構成部への電源供給が遮断され、運転待機時に室外機３が消費する待機電
力を低減することが可能となる。
【０１４０】
　次に、空気調和機の室外機の起動時及び運転中の動作について説明する。
【０１４１】
　図１２は実施の形態４における空気調和機の室内機が１台起動時の電装系統ブロック図
である。
　図１３は実施の形態４における空気調和機の室内機が１台運転時の電装系統ブロック図
である。
　以下、室内機Ａ２８だけに、リモコン１７から運転開始要求が送信された場合に、室外
機３を起動する動作について説明する。
【０１４２】
　リモコン１７から室内機Ａ２８に運転開始要求が送信されると、室内機Ａ２８の室内制
御部５は、受信部１８を介し、当該運転開始要求を受信する。
　以降の室内機Ａ２８の動作は、上記実施の形態１のＳＴＥＰ１～ＳＴＥＰ１１と同様で
ある。
【０１４３】
　次に、室外機３の動作を説明する。
【０１４４】
　図１４は実施の形態４における室外機の動作を示すフローチャートである。
　以下、図１２及び図１３を参照しながら、図１４の各ステップに基づき説明する。
【０１４５】
（ＳＴＥＰ４１）
　室内機Ａ２８の室外起動リレー２２がＯＮされ、信号線１６と電源信号共通線９との間
に商用電源７からの電力が供給されると、室外機３の室外端子台３１の端子Ｓ２とＳ３の
間に商用電源７からの電力が供給される。
【０１４６】
（ＳＴＥＰ４２）
　室外端子台３１の端子Ｓ２とＳ３の間に商用電源７からの電力が供給されると、突入電
流防止リレーコイル２０は、電源供給遮断リレー２１を介して通電され、突入電流防止リ
レー１９を短絡する（図１２参照）。
　突入電流防止リレー１９が短絡されると、室外端子台３１の端子Ｌ、Ｎに供給された商
用電源７が、突入電流防止抵抗１０を介して、室外整流部１２及び通信回路電源部１３へ
供給される。
　室外整流部１２は、商用電源７から供給される交流電圧を、任意の直流電圧に変換し、
室外制御部１５、コンデンサ２５及びインバータ回路２３へ供給する。
　通信回路電源部１３は、商用電源７から供給された交流電圧を、任意の直流電圧に変換
して室外通信回路部１４へ供給する。
【０１４７】
（ＳＴＥＰ４３）
　室外制御部１５は、室外整流部１２より直流電源が供給されると、室外リレー１１を短
絡させる。
【０１４８】
（ＳＴＥＰ４４）
　次に、室外制御部１５は、全ての電源供給遮断リレー２１を動作させて、接点を開放さ
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せる。
【０１４９】
（ＳＴＥＰ４５）
　電源供給遮断リレー２１が開放されると、突入電流防止リレーコイル２０は、非通電と
なり、突入電流防止リレー１９を開放させる（図１３参照）。
　これにより、室外機３の運転中においては、室外端子台３１の端子Ｓ２、Ｓ３間の短絡
を防ぐことができ、室内通信回路部６と室外通信回路部１４との通信が可能な状態となる
。
【０１５０】
（ＳＴＥＰ４６）
　次に、室外制御部１５は、全ての室外通信回路部１４を動作させて、室内機Ａ２８又は
室内機Ｂ２９との通信を開始させる。
　各室外通信回路部１４は、電源信号共通線９と信号線１６を介して、対応する室内機の
室内通信回路部６との通信を開始する。
【０１５１】
（ＳＴＥＰ４７）
　室外制御部１５は、各室外通信回路部１４と、対応する室内機の室内通信回路部６との
通信が確立できたか否かを判断する。
　室外制御部１５は、室内機Ａ２８又はＢ２９の何れかの室内通信回路部６との通信が確
立するまで、ＳＴＥＰ４７を繰り返す。
【０１５２】
（ＳＴＥＰ４８）
　ここでは、室内機Ａ２８の室内通信回路部６が動作しているので、室外通信回路部１４
と、室内機Ａ２８の室内通信回路部６との通信が確立できたとする。
　この場合、室外機３は室内機Ａ２８との通信を開始する。
【０１５３】
（ＳＴＥＰ４９）
　室外制御部１５は、室外通信回路部１４を介して室内機Ａ２８と通信を行い、当該空気
調和機１を冷房運転、又は暖房運転させる。
【０１５４】
　次に、室内機Ａ２８及び室外機３が運転中において、室内機Ｂ２９に対して、リモコン
１７から運転開始要求が送信された場合の動作について説明する。
【０１５５】
　リモコン１７から室内機Ｂ２９に運転開始要求が送信されると、室内機Ｂ２９の室内制
御部５は、受信部１８を介し、当該運転開始要求を受信する。
　以降、上記実施の形態１のＳＴＥＰ１～ＳＴＥＰ３と同様の動作により、室内機Ｂ２９
の室内通信回路部６と室外機３との通信確立を行う。
【０１５６】
　ここでは、上記の動作により、すでに、室外機３は運転中であり、室内機Ｂ２９と接続
される室外通信回路部１４は通信確立を繰り返しているため、室内機Ｂ２９と室外機３と
は、通信確立ができる。
　よって、上述した実施の形態１のＳＴＥＰ３、及びＳＴＥＰ９と同様の動作により、室
内機Ｂ２９の室外制御部１５は、室内通信回路部６を介して室外機３と通信を行い、当該
空気調和機１を冷房運転、又は暖房運転させる。
【０１５７】
　次に、空気調和機１を運転待機状態へ移行する動作について説明する。
【０１５８】
　上記実施の形態１と同様に、各室内制御部５は、受信部１８を介し、リモコン１７から
の運転待機信号を受信する。
　室外機３の室外制御部１５は、各室外通信回路部１４を介して、運転待機信号を受信す
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　室外制御部１５は、全ての室内機から、運転待機信号を受信すると、室外リレー１１を
動作させて、接点を開放させる。
【０１５９】
　これにより、室外端子台３１の端子Ｌ、Ｎから、室外整流部１２及び通信回路電源部１
３に対する商用電源７からの電力供給は停止され、室外機３の各構成部への直流電源の供
給も停止される。
　このような動作により、再度、上述した運転待機状態（図１１）に移行する。
【０１６０】
＜効果＞
　以上のように本実施の形態においては、室内機が複数台である場合にも、各室内機と室
外機３との接続線の本数を３芯のまま増やさずに接続が可能であり、運転待機時の待機電
力を低減することが可能である。
【符号の説明】
【０１６１】
　１　空気調和機、２　室内機、３　室外機、４　室内整流部、５　室内制御部、６　室
内通信回路部、７　商用電源、８　電源線、９　電源信号共通線、１０　突入電流防止抵
抗、１１　室外リレー、１２　室外整流部、１３　通信回路電源部、１４　室外通信回路
部、１５　室外制御部、１６　信号線、１７　リモコン、１８　受信部、１９　突入電流
防止リレー、２０　突入電流防止リレーコイル、２１　電源供給遮断リレー、２２　室外
起動リレー、２３　インバータ回路、２４　室外電源供給ライン、２５　コンデンサ、２
６　受電方式データ部、２７　５２Ｃリレー、２８　室内機Ａ、２９　室内機Ｂ、３０　
室内端子台、３１　室外端子台。

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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